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 【来週の予定】                                                     

日 曜 学年 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

10（月） 全学年 月① 月② 月③ 月④ 月⑤ 月⑥ 月⑦ 

11（火） 全学年 火① 火② 火③ 火④ 火⑤ 火⑥ 火⑦ 

12（水） 全学年 水① 水② 水③ 水④ 放課後 

13（木） 全学年 木① 木② 木③ 木④ 木⑤ 木⑥ 木⑦ 

14（金） 全学年 金① 金② 金③ 金④ 金⑤ 金⑥ 放課後 

※金⑥は修学旅行結団式 

mamas café 来週の日替わりランチ  

１０日（月） １１日（火） １２（水） １３（木） １４（金） 

ポークチャップ 

ほうれん草和え物 

コンソメスープ 

油淋鶏 

ブロッコリー和え物 

中華スープ 

アジ・エビフライ 

もやしナムル 

みそ汁 

ベーコン白菜シチュー 

南瓜パン粉チーズ焼

パン 

肉豆腐 

ナムル 

みそ汁 

 

【今日のいいね 

 

先日沖縄に出張してきました。写真は、初

日の夜、那覇市内に私を訪ねて来てくれた、

中学校高校時代の同級生の真栄田一郎君

です。彼は沖縄から宮崎の中高一貫校に進

学してきた中の一人でした。若くして電機会

社の社長になり、現在は社長を弟にゆずって

会長職です。話題は全部高３の頃のクラスの

思い出話。爆笑爆笑また爆笑でした。 

思春期はたくさん悩みます。腹も立ちます。

うまくいかないことばかりです。将来への不安

ものしかかります。それでもそれらは全て人生

の大切な一部です。けんかでさえ一人ではで

きません。今の一瞬を大切にしてほしいです。 

 

３５３９７０人 

昨年度の不登校児童生徒の数が過去最多を更新し、３５万人を超えたことが発

表されました。私ごときの見識であっても、様々な機関からコメントを求められていま

すが、正直コメント以前に『だからどうしたの？』と言う気持ちでいることが本音です。 

もちろん、数が増えることは決して喜ばしいことではないのかもしれませんし、私たち

学校関係者がそれを許容していてはいけないとも思います。言いたいことはやまやま

あるのですが、子供の現状を数で語ることに一番の違和感を覚えています。 

 

 不登校児童生徒の数は、一つの現象でしかありません。ならばその数が減少すれ

ばめでたいのでしょうか？『教育の質を子どもの数で語ってはならない』４０年以上

前の立花高校の先輩教師の言葉です。苦しんでいる子どもが一人いるのです。その

一人が何人に増えようが、一人一人に目を向けなければ意味がありません。不登校

という事実があっても、その本人の意思がそこにあり、しかもその本人が元気である

ならば、いたずらに周辺が不登校不登校と騒ぎ立てないことが大切だと思います。 

 

 今日も笑顔で学校に行っている精神的に限界を超えてしまっている子どもたち…

は、不登校にはカウントされません。学校に行けるかどうかで何かが評価されてしま

うのならば、登校できれば〇、できばければ×という価値観が成立してしまいます。そ

の子ども一人が、何に悩み何に喜び、毎日をどう生きているかが、〇と×の二極で語

られるはずがないのです。不登校という言葉すら必要なのかどうかわかりません。 

 

 立花高校は、生徒さんたちが不登校を克服する学校ではなく、安心して不登校のま

までいられる学校でありたいと考えています。君たちのどの一面でさえ、否定的に語

りたくないのです。生きることをあきらめない勇気ある決断を、私は尊敬しています。 

 


